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否定との関係による副詞の四分類
一一情態副詞・程度副詞の種々相一一

原 田 登 美

はじめに

副詞の性質・実態を把握する上で， 係り先の 肯定・否定との関係から 考察することはき
わめて有意義だと 考える。 本稿においては， ζのような観点から検討した結果得られた以
下の結論について， 説明と検討を試みようとするものである。

(1) 富IJ詞は， 肯定・否定への係り方によって四つの型に分類されうる。
位) 従来， 情態副詞と 考えられてきた冨IJ詞の 一部は， それとは異なる性質を持つ。
(3) 副詞によって， íは」を下接するものとしないもの とが あり， その可否は， 副詞が

述格11:立っかどうかの可否とほぼ対応する。
似) 程度副詞には五種類あり， 肯定系列と否定系列lζ分けられる。
なお 本稿では， 副詞として， 時詞・数量詞・程度冨IJ詞・情態副詞・陳述副詞・解釈， 批

評， 注釈の諮など， できるだけ多くのものを 考察の対象とする乙とにした。

1. 副詞の四分類

副詞を， 肯定・否定の係りかたに従って分類するなら， 1型�1V型の四つに分けられ，
表1のように表わされる。

副詞は， まず， その係り先が 肯定・否定のいずれかに定まっている場合(1 . 1I型)と
定まっていない場合(m・lV型)の二つに分けられる。 I型とは， 係り先が 肯定形lζ定ま
っている副詞であり. 1I型とは， 否定形11:定まっている副詞である。 E型とは， 係り先の
肯定か否定かが決定以前11:， 副詞が述語と結合し， その後， ζの述語全体の 肯定か否定か
が定まるような副詞である。 lV型とは， 係り先の 肯定か否定かが決定後IC， その全体と副
詞が結びつくような副詞である。 I型�1V型を図示すると次のようになる。

① I型・…..glJ詞一( 肯定形の述部)
② E型…・・・副詞一(否定形の述部)
① E型 (副詞ー述語素材概念) (器禁
④ W型 ・…-副詞 ーc(肯定形 !の述部)l否定%J
1-1. 1型副詞

I型副詞には， 従来の意味分類上から， AとBの二積類が 考え られ る。 I型-Aとは，
(1) í夜になって， 車はfようやく1通らなくなった」などの文に現れる副詞である。

{だんだん }
lたちまちJ

ζれらの副詞は， 文中の「通らなくJ 11:直接係ってい くもの ではなく， 実際11:は， í夜lζ
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(2) 否定との関係による副詞の四分類

(表 1)
意味i
よ
E類分
る 五

種
の詞

程
皮直IJ

. 

型 籍

態f青 ょうやし だんだん， たちまち， おい
A jlJ おい， じよじよ11:， しだいに， いよい

詞 よ. ますます， そろそろ
I 程度副程度

冨IJ 
たいへん， とても，ひじように， かな

B り， そうとう， おおいに， たいそう，
詞 ① 詞 ひときわ， ずい分，すとぷる

述陳 めった11:，必らずしも， たいして， さ
して， あまり， みじんも， いささかも，冨IJ

童書@ 

決して， 乙んりんざい， ゆめゆめ，全詞
E 然， かいもく， からきし， 一向に， さ程度副 っぱり， とうてい， もうとう， つゆ，

さらさら， ちっとも，少しも， 絶対，詞 まさか， よもや
しっかり， はっきり， ゆっくり， きっ

A ちり， きっぱり， びっしょり， 乙っそ
↑育 り， しんみり， ゆっくり， ぐっすり，

あっきり， のっそり態

E ぽつんと，つるりと，そっと， さっと，
B 冨リ ぐんと， すらりと，どっと， ぱっと，

けろりと， ぴたりと
詞 きらきら， がやがや， だらだら， うか

C うか， とろζろ， ざあざあ， がたどと，
どんどん， そよそよ， しとしと

A 十金詞直IJ 程度 程度 全部， みんな， いつも， つねに， しじ
E罰③ IJ ゅう， 一日中， �IJr， 完全に， 全く，

量 あらいざらい
頒度 程度 大部分， いくらか， いささか， 多少，
の E詞@ ll ほとんど， しげしげと， 頻々と， しぼ
jlJ しば， たびたび， 時々， おりふし， よ詞 く， ときたま

IV 
c 時産副詞 時 明日，今， 昔， あるとき， かつて， はの じめ， いましがた， ただいま， きょう，冨せ詞 その時， その頃

相翠1副詞 I 且富喜 I 程度副⑤詞 1
一
も

番
っ

，
とも

も
，
っ

は
と

るかに， さらに， ざっと' 1
EE注詞副 述冨

陳
IJ釈副注

きっと， 果して， やはり， 現lζ， もし，
決まって， 断じて， まるで， 多分， 結
局， つまり， 実際， おそらく， もちろ関詞 ん， 無論， さいわい， 当然
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なって， 車は通らなくfようやく1なった」の構造を持つものである。 すなわち，
{だんだんト

ようやく( rする
だんだんI lなる

LたちまちJ

たちまち I r し/はじめる， 出す\
lなり\つつある / !なってゆ (いく， くる)して

(3) 

のように， 状態の成立や動作について， その経過・進行をめぐって， ある観点から考慮す
る表現である。 したがって， rあるJ rいる」などの静止性や状態性を意味する語と呼応す
るζとはない。 ζのような副詞の係り先が一般に肯定形でしかありえ な い の は， 否定辞

「ないJ がその窓味素性として， (+状態〕を持っている乙とからも予測される。 動作や状
態の成立過程の一面を， 時の進行IC即して描写する工型- Aの副詞にあっては， 肯定概念
のみを合意するのは当然であろう。

注1
I型- Aは， その機能が主として動作修飾にある乙とから， 従来は情態副詞lζ含めて考

えられてきた。 しかしながら， 乙れらの副詞は， 他の情態副詞とは以下の点で異なってい
る。 I型-Aは，
①他の情態副詞が， rはっきり言わないJ íぐっすり疲られない」のように， 係り先IC否定
要素が下接する用法があるのに対して， そ の係 り先は肯定形IC限られる。

(2)行ようやく1来ない。
{だんだんト
lたちまちJ

②比較の基準を示す「より」を伴う補格をとらない。
③他の情態副詞が「はっきり (と) は言ったJíぐっすり (と) は寝た」のように， 係助
詞「は」を下接するととがあるのに対し， 一般に下接する乙とがない。注2
①助動詞「だ」と結合して述格IC立つ用法がなく， 修飾格lζ立っととを唯一の機能とする。

(3)*速くなったのはfようやく1だ。
{だんだん}
LたちまちJ

上記④についてさらに言えば， 情態副詞の本性は「概念的対象性を濃く具えて句において注3
述語となり得る資格J Iとあるζとから， 乙の点、lとおいてもI型- Aは情態副詞にあてはま
らないと指摘できる。

I型-Bの富IJ詞 とはfたいへん1などの程度副詞である。 乙れらの副詞も， その係り先は
!と て も!
|非 常 にi
fこいそうJ

通常肯定形であり 1型iζ属する。
従来の観点では， 1型- Aなどの情態副詞の機能は動作修飾であり， 1型-Bの程度副詞
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(4) 否定との関係によるffilJ詞の四分類
注4

の情態修飾という機能との異質性が強調されているが， ①~④の性質を共有している乙と
から見れば， 1型-AとI型- Bはその近接性!r注目されねばならない。

1-2. 1I型副詞
E型高IJ詞lrは次のようなものがある。

似)A氏は{全然/ちっとも/さっぱり/あまり1現われない。
1決して/かいもく/一向に j快活でない。

E型副詞の係り先は否定形lζ定まっており， 常lζ否定辞と呼応する。 このような特性lζ基
づくなら， 1I型!r属する副詞は多数にのぼる。 しかしながら， それらの副詞が全て一様な
性質を持つわけ ではなく， との語群内部ではそれぞれの副詞が固有の窓味領域や用法を持
っている。 それらを概観すれば以下のようになる。
①遥常， 推量の助動詞と呼応して用いられるもの (a類)……まさか， よもや

( 5)(まさかl私の顔を忘れはしまい。
lよもやlととへは来ないだろう。

②i-!rJに対してi-な」という連体詞があり， その連体詞も否定述語と呼応するもの
(b類) ……ろくに， めったに

(6) (ろくにl仕事をしないでそんなととを言う。
lろくなl仕事をしない奴だ。

(ηIめったにl冗談を言わない男です。
lめったなl乙とを言うもんじゃない。

@相対的否定となるもの一一肯定と否定の両面がある副詞 (c類)
1. 否定の面がほとんど ( C 1類)……ろくに， めったに

( 8)A氏は{ろくに 1手紙を書かない。
lめったに1

2. 否定の面もあるという乙とに重点を置く (C 2類)……必らずしも
( 9)A氏は{必らずしも}利口ではない。

3. 十分には肯定できないというととに重点がある (C 3類)……たいして， さして，
あまり
帥[たいして1苦痛を感じなかった。

{さして }むずかしい人ではない。
lあまり J 

@対象・事象の頻度・量Iζ関して用いられるもの ( d類)
1. 回数性のもののみに用いられる ( d 1類)・・…めったに

ω旅行は{めったに}しない。
2. 量性のもののみに用いられる ( d 2類)……みじんも， いささかも

同そんな考えは{みじんも 1ない。
l�、ささかもl

@打消の意志を表わす述語にかかるもの (e類)…-一決して， 絶対， 乙んりんざい， ￡ま
り
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帥そんなことはf決して 1しないつもりです。
|絶 対 |しまい。
|乙んりんざい|しないでおζ う。
Lあまり J 

⑥非意志性を表わす次のような述語にかかるもの(f類)
(I�その事実についてはIもうとう l知りませんでした。

lいささかもl
(l�その本は{決して l売れなかった。

lめったにJ
同洋服はまだI全然 l仕上がっていない。

lちっとも1

(5) 

1. 上例同師同のうち， 三例全て にかかりうるもの(f 1類) ……一向IC， かいもく，
ちっとも， etc. 

2. (I�のみにかかりうるもう(f 2類) ……もうとの， いささか も， つゆ， さらさら，
みじんも

3. (l�のみにかかりうるもの(f 3類) ・-…決して， 乙んりんざい， めったに
4. 同のみにかかりうるもの……なし ._� 

⑤で(e類) 1ζ属し， 同時IC⑤で(f類) に属するものがある。 すなわち， 意志性と非
意志位の両方にかかる副詞であり， とれらの冨IJ詞の意味の中心が意志性・非意志性とは
ýjiJなと乙ろにあるものである。

①禁止・抑止を表わす述語にかかるもの(f-てはいけないJ f-ては困る」も含む)(g類)
同[乙んりんざい1人にもらすな。

{ゆめゆめ }そんなととをしてはいけない。
l絶対 j 忘れては因る。

1 上記の述語のうち， f-は因る」を含んだ三述語全部にかかりうるもの(gl類) …
…あまり， こんりんざい， ゆめゆめ， 絶対

2. f- は困る」を除いた， 他の二述語にかかりうるもの(g2類) …・一決して
③非存在を表わす述語にかかるもの(h類) …ー全然， ちっとも， 少しも， e tc. 

。時現在， テーフ.ルの上lζ食器は「全然 1ない。
{ちっとも}
l少しも j 

①「だめだ， 苦手だ」などの， 肯定形な が ら 否 定 的な意味を持つ述語にかかるものい
類)
1. fだめだ， 苦手だ」の両者にかかりうるものいl類) ……全然， からきし， かいも

く
(19)スポーツは[全然 1だめだ。

{からきし}苦手だ。
LかいもくJ

2. fだめだ」のみにかかりうるもの(i 2類) ……一向に， さっぱり， というてい，
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(6) 否定との関係による副詞の四分類

例スポーツは「一向に 1だめだ。
{とうてい内苦手だ。
LさっぱりJ

⑬一(a)動詞・形容詞・形容動詞・形容詞的意味を持つ名詞・純然たる名詞述語にかかるも
の ( j類)……決して， 絶対，

制 A氏は{決して1急がない。
l絶 対l忙しくない。

有能じゃない。
努力家じゃない。
日本人じゃない。

一(b)動詞・形容詞・形容動詞・形容詞的意味を持つ名詞述語にかかるもの(k類)……
あまり， さっぱり， 少しも， etc. 

伺 A氏はfあまり 1働かない。
{さっぱり}厳しくない。
l少しも j勤勉じゃない。

美男子じゃない。
一(c)動詞・形容詞・形容動詞述語にかかるもの (1類)・.....___..向IC， みじんも，

伺何をしても， A氏は{一向に 1喜ばなかった。
lみじんもl楽しくなかった。

愉快じゃなかった。
一(d)動詞・形容詞述語にかかるもの (m類)……もうとう， さらさら， とうてい， 乙ん
りんざい

帥そんなととは [もうとう1| 、 | 考えられない。そんなととをしてもらっても{さらさり ト1 -.- : =- .
- 1 嬉しくない。Lとうていj

伺{乙んりんざい}彼とは口を聞かない。
そんなととはない。

一(e)動詞述語にかかるもの (n類)……ゆめゆめ， つゆ
伺そんなζとはfゆめゆめl考えなかった。

lつゆ l疑わなかった。
注5

上記の①~⑬の観点によって， rr型副詞の性質を整理するなら， 表 2 のようになる。
1-3. ][型副詞

注6
E型IC属する副認は， 従来， 情態副詞と呼ばれてきたものにほぼ該当する。 ζれらの副

詞は， 否定文において次のような 様相 を示す。 動詞「言う」を一例IC考えてみるなら，
「言う」が内包する様態は， íはっきり， ゆっくり， ぽつんと， べらべら， きっぱり， だん
だん， しんみり， ぶつぶつ」のような副認として表現される。 乙の乙とは図 1のように表
わせる。 それぞれの副詞は「言う」に対して固有の対応関係にある。 図1において， たと
えば副詞「はっきり」が「言う」と結びついて「はっきり言わない」という否定文となる
時， 否定されるのは「はっきり言う」という「副詞と動詞」の結合である。 動詞「言う」
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(7) 

(表 2)

ゐ\111?lrmiri-1!?)i-ic)l-if)lr)
1. まさか 1101 1 1 1 1 1 1 1 1 
2. よもや 1 101 1 1 1 1 1 1 1 1 
3. ろくに 11 101①|①1 1①1 1 1 1 10 1 
4 めったに 11 101①1 1 1③1 1 1 1 101 
5 必らずしも 11 1 1②LI_j①1 1 1 1 101 
6 たいして 11 1 1③1 1 1①1 101 1 � 
7 きして 11 1 I@I 1 1①|①101 1 10 1 
8 あまり 11 1 1③1 101①1 101 1 � 
9 みじんも 11 1 1②1 1 ②1 1 1 1 101 

10 いささかも 11 1 1 1②1 1②1 1 1 1 10 1 
11. 決して 11 1 1 1 101③I@I 1 10 1 
12 乙んりんざい 11 1 1 1 101③|①1 1 1 
13. ゆめゆめ

14 全然

15. かいもく

16. からきし

17. 一向に

18 さっぱり

19 とうてい

20. もうとう

21. つゆ

22 さらさら

23 ちっとも

24. 少しも

11 1 1 1 1 1①|①1 1 I 
11 1 1 1 1 1①1 101①| 

1 1 1 1①1 1 1①| 
1 1 1 1①1 1 1①| 

11 1 1 1 1 1①1 1 I@I 
1 1 |①1 1 1②| 

1 1 1 ICD I 1 1②| 
� 1 1 1 U①1 1 1 1 

1 1 I 1②1 1 1 1 
11 1 1 1  U②1 1 1 1 
11 1 1 1 1 1②1 101 1 
11 1 1 1 1 1③1 101 1 

101 
10 

10 1 
10 1 
101 

10 1 
10 1 

1 01 
10 1 

10 
1 0 1 

101 
10 1 

25. 絶対 11 1 1 1 101 1①1 1 10 1 
(0内の番号は， 各類の下位分類につけられた番号を示している。 例えば. c類11:はC 1 C 2 C ，があり. rろくに」

はc類の中でもc .11:属するため， ①と記されている)
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(8) 否定との関係による副詞の四分類

のみが否定されるととはありえない。 とのζ
とを， 以下の例文によって説明する。

例日本語は時制というものをはっきりと持
っていない。

同水にぬれた網は， 円を描くようにはのび
のびと広がらないのだ。

上記の下線部において， 制「日本語は時制を
持っている」倒「網が広がる」という動詞の
意味する内容は否定されていない。 すなわち
その内容は何らかに実現しているのである。

図1

「:とおふと
言 う 二� Dぺらぺら

l 八丈;::;;lより
Hぶつぶつ Gしんみり

図Hc際して述べた否定文「はっきり言わない」において， 否定されるのは「はっきり
言う」であり， したがって， 否定 の焦点は「はっきり」と いう様態にある場合と， rはっ
きり言う」という行為全体にある場合が考えられる。 次文の申9)\30)は前者の例であり， �l)ÇJ� 

は後者の例である。
制そうはっきり言わなくとももっと腕曲な言い方があるだろうに。
加)はっきり言ってくれないから聞きとれなかった。
削はっきり言わないままに別れてしまった。
闘はっきり言わずともすんでほっとした。

また， 焦点が様態lとある場合の倒倒においても， 否定された「はっきり」と対比されるも
のが， 明示的に提示される場合と暗示的に提示される場合がある。 制では「腕曲lζ」が明
示されているが， 加)では「はっきり」以外の他の様態を暗示しているにすぎない。 焦点が
行為全体にある倒防について考えるなら， rはっきり」以外の他の言い方は明示的にも暗
示的にも提示されていない。 すなわち， rはっきり」という 様態そのものには特別な価値
がなく， rはっきり」は「言う」とい う行為の中に解消される。 その典型として「うるさ
く騒がないでJ rひそひそ暖かないでJなどの重言表現といえる例がある。

1-4. IV型副詞
IV型副詞とは， 肯定・否定が決定後の述語全体IC係るものである。 のみならず， IV型副

詞は主語と述語の結びつき全体に係ると言える。 以下はIV型副詞の用例である。
帥正直なととろ， 私にはその評価はいささか1うれしかった。

lうれしくなかった。
帥そのような読者が私にとってもっともf望ましい lのである。

l望ましくないj
帥臣室， 友子は乙の部屋ICr来た。

l来なかった。
帥もちろん， 乙れは楽器iだ。

lではない。
上記倒について述べるなら， rいささかJ は述 語であるけれしかった ]lC係っている

lうれしくなかったl
だけ でなく， 主語と述語の結びつき全体に係って， その結びつきを量的に規定していると
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考えられる。 乙のように， IV型副詞は， 述語が肯定形であるか否定形であるかを関わず，
主語と述語の結合に対して修飾関係、を成すものである。 そして， 意味的に副詞が修飾する
対象を副詞の作用域と呼ぶならば， 肯定・否定の認め方の要素まで含んだ主一述の結合全
体が， 副詞の作用域になるわけである。

W型副詞は窓味上の分類からは， 数量詞(みんな ・ 全部・大部分)， 程度副詞(ほとん

ど， すっ かり， もっとも)， 時詞(明日， 合， かつて)， 頻度副詞(しばし ば， 時々， まれ

に)， 陳述副詞や注釈詞と呼ばれるもの (きっと， もちろん， 結局)にわたっている。 係
り先が肯定か否定かを問うという観点からはW型副詞は一つに括られはしたが， 否定文で
のそれぞれの意味作用が一様ではないがゆえに， IV型副詞はさらに次の五つに分けて考え
る必要がある。

(1) IV型 A<十全性高IJ詞>……全部， みんな， いつも， つねに， 絶対， etc. 

W型- Aは全長性・完全性・十全性を意味するもので， 乙れを仮に<十全性副詞>と呼
ぶ乙とにする。 IV型- Aの肯 定文「学生逮は[全部 1来る」は， 量・時などの面で事象が

{毎日 } 
lつねにj

100パーセント成立することを表わしている。 それに対して否定文は事象が100パーセン
ト成立しない乙とを意味している。 IV型- A はí�するわけ ではない」という述語と一文
に共存して， 部分否定を意味する。「学生達は[全部 1来るわけ ではないJ

{毎日 } 
lつねにj

(2) IV型-B<非十全性副詞>……大部分， いくらか， だいたい， 時々， たまに， etc. 

IV型- Bを<非十全性副詞>と呼ぶととにする。 IV型- Bが用いられた否定文 í@学生達
は[大部分1来なかった」は， 一面では「⑤学生遥がf大部分)来なかった」ととを意味する

{時 々 ト { 時 々 }
lたまに) lたまにj

とともに， 他面ではí@学生達は「一部分 1来た」乙とを意味している。 ⑥⑤の意味する
{ 時 々 }
LたいていJ

非十全性の合計・は「④「全 部1Jのような十全性を意味して， ⑥+@=③と表わせる。 す
{いつもト
LつねにJ

なわち， IV型-Bは， 否定文で働く時 (③)， 全量性・十全性・完全性・全時性 (③)を常
に前提としているわりである。

(3) IV型ーC<時点性副詞>……明日， その頃， 今， 昔， ある時， etc. 

IV型ーCを<時点性副詞>と呼ぶζ とにする。 W型- A・Bの副詞は， 事象の複数性を前
提としての量的な規定であったために， 述語が 否定される場合は， (時には「は」の介在

などにもよって)否定が全部に及ぶか一部に限られるかの両方の可能性があったが， IV型
ーCの「時点」は， 事象成立のいわば座標を指定するもので あるために， 述語が否定され
る場合には， 一部に肯定の余地を残す乙とはありえない。
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(10) 否定との関係による副詞の四分類

似)1V型-Dく相対性副詞>……もっとも， もっと， はるかに， ずっと， 一番， etc. 
相対的比較を前提とするW型一Dを<相対性冨IJ詞>と呼ぶζ とにする。 lV型ーDは「もっ

とも厳しいJ rもっとも厳しくないJのように肯定文にも否定 文にも用いられるが， 両者
の用法は， 方向において， 肯定・否定と対称的であるものの， その程度という面では問ー
である。

(日 lV型-E<注釈性副詞>……もちろん， 果して， きっと， あいにく， 相変わらずctc.
lV型A-Dの副詞が量的・時間的な規定として結局は事柄の内部に入ってしまう一面を

持つのに対し， 1V型-Eは， 事柄iと対してあくまで外から批評・注釈などを加えるもので
ある。 もちろん， 批評・注釈の対象となる事柄には肯定・否定の制限はない。

2. ["は」の下接の可否と述格に立つことの可否

2-1. 否定文における「は」の機能

否定文におけ る係助詞「は」の機能は， 否定範囲の明示にあるとか， 否定される語句の
強調にあるとか言われる。 ["A氏は〔豚肉〕は好きでな い」とい う否定文で， 否定される
範囲は「は」の下接によって提示された( )の部分であるとされるどとくである。

確かに， ["は」が， 否定文において特殊な 機能を持っているかに見える場合があること
は， 本稿の考察対象である副詞についても指摘できる。 前述のlV型- A<十全性副詞>が，
否定文で， ["は」の下接の有無によって. r学生遥は「全 部1は来ない」のように部分否定

{毎 日 ト
lつねにJ

とな った り， r学生達は「全 部1来ない」のように全面否定となったりする場合がそうで
{毎 日}
LつねにJ

ある。 また， ["まだ足は痛むのか」と い う問いに対して， ["いや， もう， ひどく痛まない
よ」とは通常答えず， ["いや， もう， ひどくは痛まないよ」と， rは」の下接を以て答える
ような場合である。

様々な文における「は」自身の意味， ["は」の諸用法 の内面的な関連に留意して， 否定
文における「は」の効果の由来を求めるならば， それは次のよう に説明されよう。 「一般
に， Ii'XはY.lIという形は， 並行的な他の事態Ii'X'-Y.lIIi'X-Y'.lIなどが成立しない と
とを予想して， そういう環境の中で， Ii'X-Y.lIの結 合だ け が 特別に(分説・排他)成立

注7
するという確認のしかたをするものである」。 すなわち， ["はっきりとは言わない」という
文を例にとるなら， 文中の二項は， ζ の結合においてのみ否定文として成立しているので
あり， そのかげには， ["は」の固有の意味である拒訴・排他が働いている。 つまり， ["言わ
ない」という否定的述語Ir結合 するものと して， ["はっきりと」という副詞だけが許され
ているわけである。 「は」が否定の範囲を 明示すると説明される理由は， このようなζ と
だと考えられる。

2-2. ["は」を下接する副詞としない副詞

係り先が肯定であるか否定であるかによって分類された I型-1V型の副詞には， ["は」
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の下接に関して次のような現象が見られる。

(1) 1型副詞
1- 1ですでに見たように， 1型副詞は一般に「はJを下援しない。

帥*(たちまち1は静かになった。
イおいおい}
Lようやくj

また， 助動詞「だJを伴なって述語となる乙とはない。
倒*静かになったのはfたちまち1だった。

{おいおい}
lょうやくj

(2) n型副詞
E型副詞も「はJを下援しない。 eJ�*A氏は「決して ]は働かない。

{ちっとも}
Lさっぱりj

また， rだ」を伴なって述語となることはなく， 連用修飾を専ーの機能とする。
綱本 A氏の働かないのは「決して 1だ。

{ちっとも}
Lさっぱりj

(3) lIT型副詞
一般に， IIT型副誌は， 肯定文・否定文で「は」を下接しうると言える。 ただし， その認

定は， 人によって許容範囲が異なっており， いわ ゆる 連用助詞「と」を伴なった場合の
「は」の下援とも関連して， 一概には言明しがたい問題を含んでいる。

考察上， lIT型副詞をA・B・Cの三つに分けて検討する。 A-Cは， 表3のような性質
を示す。

(表 3)

|型| E型mlJ�司!C属する語 |湖っ「とー」町要 立詞|fM援の
l述

可
-舶
(0

は
)

つか
の必性助 可(0)否(x) 否(x)

しっかり， はっきり， ゆっくり， そのままの形で
A きっちり，きっぱり，びっしょり，も「とJのつい 。 。とっそり，しんみり，ゆっくり， た形でも可能

ぐっすり
ぽつんと，つるりと，そっと，さ 常IC rと」がつ

B っと，ぐんと，すらりと，ぱっと， いた形のみ可能 。 (0) 
擬態語 どっと，けろりと，ぴたりと

きらきら，がやがや，だらだら， そのままの形で
うかうか， ζろζろ も「とJのつい-_-----------ー C . .・・ ---------_--_-------- -----ーー ー た形でも可能 (x) (x) 

擬音語 ざあざあ，がたどと，どんどん，
そよそよ，しとしと

① E型ーAは， そのままの形でも， rと」を伴なった形でも， rは」を下接して連用修飾
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(12) 否定との関係による副詞の四分類

格IC立ちうる。 ただし，前者と後者のいずれを自然文と見なすかは，人によって異なろう。

(はっきりは ) 
はっきりとは

{きっぱりは l 言いましたがよく理解できたかどうか。制A氏には r:- -
: -:.:.� ':- . f lきっぱりとはl言えなかったんです。

(ゆっくりは ) 
ゆっくりとは

班型-Aは「だ」を伴なって述語となりうる。 その際， íと」を伴わない方がより自然に
感じられる場合が多い。

帥A氏が何か言う時， その言い方はいつも{はっきり Iでしょう。時々， 傷ついちゃう
lはっきりとj のよね。

車場Aさんの歩き方が実IC (ゆっくり lだったのが印象的でした。
lゆっくりと}

② E型-Bは， 常に「と」を伴なった形で機能する。連用修飾格で， 次のように「は」
を下接しうる。

制A氏はいつものように それを{ポンとは}投げつけず， 妹のかたわらに そっと置いた。
投げつけたが， その自には妹に対する労わり

が込められていた。
伺忍者は{スーツとは}消えず， 立ち去り難いままに死んだ男を見つめていた。

消えたが， しばらくすると， また姿を現わした。

E型-Bが述格lζ立ちうるかどうかは， にわかには判定しがたい。「だ」を伴なった以下
の例文でも， 本来は， 引用としてのí Jを付けて表現されるべきものが， í Jを省略
したまま言表化したとも 考えられる。

帥忍、者の消え方はスーツとでしたよ。
帥Aの暮しざまはショボンとで， 見た自にもわびしかったよ。
① E型ーCは， そのままの形で「はJを下接することはほとんどない。 「は」を下援す

るためには， 連用助詞「と」を必要とする。ただし， その許容については副詞によって多
少の相違が見られ， 下記の帥倒例では， 両者とも可能とされる場合もあろう。

帥雨は， まだ， (*ざあざあは 1降っていた。
l ざあざあとはl!寄っていなかった。

制あの 人は傷つきやすい性質だから， あまりr?ボンボンは l言わない方がよい。
l ボンボンとはj

帥年よりですもの， そんなにげすたすたは l歩けませんよ。
l すたすたとはl

E型ーCは， そのままの形でも「と」を伴なった形ででも， 述格Iとは立ちがたい。
制昨夜の雨の降り方は* (ざあざあ lでしたよ。

lざあざあとl
伺A氏の言い方は* rボンポン 1ですからね。

lボンボンとj
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しかし， 下例のように， 可能だと 考えられる場合も稀にある。
帥A氏の答え方は， いつものらりくらりなんですよね。
��乙の車(の走り方)はのろのろですね。

擬音語・擬態語lζは積々の段階が見られ， 一概には言い切れない面が多い。

似) IV型副詞
1. IV型 -A<十全性冨IJ詞 >には， íは」の下接IL関し次のような特徴がある。
①肯定文では「は」を下接しない。

制ホ学生逮はf全 部1は来る。
{毎 日ト
LつねにJ

②否定文で「は」を下接する場合には 部分否定となり， íは」を下接しない場合ICは会
注8

面否定となる。
伺学生達はf全 部1は来ない。 ……(部分否定)

{毎 日}来ない0・H・H・.. (全面否定)

Lつねにj
したがって， IV型 -AIC関しては，íは」の下接が， 全面否定を部分否定に転化する役割を
果している。

IV型 -Aは「だJを 伴なって 述語 となりうる。 制来るのは[全 部1だ。
{毎 日}
LつねにJ

注9
2. IV型 -B<非十全性副詞 >は， 肯定文でも否定文でも「は」を下接しうる。 また，

「だ」を伴なって述語となりうる。
帥学生達は「大部分1は来る。

{時 々}来ない。
LたまにI

約の

官
3. IV型 一C<時点性副詞 >は， 肯定文でも否定文でも「は」を下接しうる。 また， íだ」

たっ
0
・刃

た
な

。
来
来

る
は

.、ノ
、1111trill-J

いト
日
頃

U一

の

J h一
昨
そ

昔

、〈

FIll---、

語
は

述
達

て
生

つ

学
な
側

伴を
同学一たの下!だ

4. IV型 D<相対性副詞>は， 肯定文でも否定文でも「は」を下接しない。
制*A氏はB氏らとくらべて{もっとも1は厳しい。

{さらに } 厳しくない。
lはるかiζj

IV型 -Dは， 一般に述絡に 立っととはありえない。
事計A氏がB氏らとくらべて厳しいのは[もっとも1だ。

{さらiζ ト
lはるかICJ

ただし， íもっと， ずっと」は， 現象として「もっとだJ íずっとだ」という用法があり，
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(14) 否定との関係による@rj詞の四分類

IV型-Dの全てが述絡に立たないとは言明できない面がある。 しかし， íもっとだJíずっ
とだ」というような 述語が， íゆっくりだ」などと同じような意味で述格に立つと言える
Jかどうかは検討を要する。

5. IV型-E<注釈性副詞>は， 通常， 肯定文・否定文で「は」を下接しない。
帥*(やはり1は来る。

{ 果して } 来ない。
lきっとj

しかしながら， íは」を下接しうる「おそらく， 実際， つまり」のような例外もある。 IV
型-Eの大半は述格に立たず， 連用修飾を専ーの機能とする。

注10
(劫キ来るのはfやはり1だ。

i 果して }
lきっとj

ただし， íもちろん， 幸い」のように， íだJを伴なって述語となりうる副詞もある。

以上， I�IV型の副詞に つい て， íは」の下 (表4)
接と述格に立っかどうかの可否を整理するなら
表4のようになる。 副詞lとは「は」を下接する
ものとしないものとがあり， 乙の事実は， íは」
があらゆる文で常IC機能しうるわけではなく，
その機能を不可能にする文法的条件が存在する
ととを意味していると考えられる。 副詞IC関し
て述べるなら， 冨リ詞が「は」を下接するかどう
かは， 副詞が述格IC立っかどうかの可否とほぼ
対応している。 す なわ ち， íは」を下接する副
詞は一般に「だ」を伴なって述語となりうるの
に対し， íは」を下接 しない 副詞は修飾格lとし
か立ちえない。 乙のような対応を<íは」一「述

� I …
の

l 諮問2可(0)否(x) 1 1.iJ(0)う否か(x) 

格」対応>と呼ぶ乙とにする。
ただし IV型-E<注釈 性副詞>には， 下表

5が示すように， <íは」一「述格」対応>が見
られないものもある。 表5の①~③群のうち，

工|封 × × 

× X 

。 。

E 。 (0) 
(x) (x) 

肯ー× 。否-0
。 。

IV 
。 。
× × 

E I x(一部0) I x(一 部0)

対応を示すのは①群である。 ①群は「は」を下接せず， また述格lζも立ちえない。 乙れは，
注11

①群が， í属性概念を表わすζとを本性とし， したがって必然的に他の概念に従属する」
という副詞の本性を具備するととに由来し， 乙の点で， ①群は他群lζ比して高lj詞性がより
顕著であると言えるであろう。「は」の下接及び述格IC立 つζとの可否と， 副詞性の強さ
との聞にはかなりの関連性があると考えられる。 そして， 陳述副詞と呼ばれる副詞の多く
が①群IC属しているという事実札 上記の点に関連して注目される。
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(表5)

型|群| |町接の|務中注 釈 性 iiïlJ 詞 うかの
可(0)否(x) 可(0)否(x)

X X 
決まって， 断じて， まるで， 多分

W 
。 × 

③|もちろん，無論， さいわい，当然 × 。

3. 程度副詞の五分類

係り先が肯定であるか否定であるかによって分類するならば， 程度副詞は①~⑤lζ分け
られる。
(1)程度副詞①

側主ビ金びっくりしたことでしょうね。
制韮宣iCむし暑い日でした。
(時との航海はとても乗客が少ない。

<程度副詞①>とは工型に属する副詞であり， 被修飾語の述部の程度を表わすものであ
る。 乙の場合， 副詞は述語内容の肯定形式的な事態lζ対して， 肯定的に作用しいてる。
(2)程度冨Ii詞②

(6�この頃はちっとも雨が降らない。
開夏の水不足は一向に解決されそうにない。
制お前には払う意志などみじんもないんだ。

<程度冨IJ詞②>はE型の副詞であり， 常iζ否定辞と呼応する。 言語的には， 否定は， ③
注12

「ある肯定形式的(positive)なオプエクティフ(事態)に対する作用的な否定 (negation)j，
注12

@f否定形式的(negative)なオプエクティフiC対する作用的な肯定(affirmation)jの二
つの構造において理解されねばならない。 <程度副詞②>は事態の成立(positive)に関す
る量的なあり方を限定し， そして否定する作用(negation) に関わっている。 すなわち，
上記の③構造に対応している。 したがって， 次に述べる<程度副詞⑤④⑤>が否定述語lζ
係るとき， ③構造iζ対応している乙とと対照的である。 副詞が作用的な否定として働く場
合乙れを「否定系j， 作用的な肯定として働く場合ζれを「肯定 系」と呼ぶ乙とにすれば，
<程度副詞②>は「否定系」に属している。

(3)程度副詞③④
<程度副詞③>

仰との説明によって日本語をま全iCrおさえきれる lのはなぜだろう。
lおさえきれないj

制民衆には全i親しみが[感じられた。
l感じられなかった。

<程度副詞④>
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(16) 否定との関係による副詞の四分類

(74)とれを要約するζとはほとんど{不可能だ。
l不可能ではない。

同乙の計画には巳主主主[乗り気だった 1友人が・…..。
l乗り気ではなかったl

<程度副詞③④>は共にIV (表6)
型lζ属する副詞であり， ①は
さらにIV- A<十全性副詞>，
@はIV-B<非十全 性 副詞>
に下位分類されたものである。
両者は， 事態の成立に関する
量的なあり方を限定している
という点で， く程度副詞②>
と同様である。 しかしながら，
く程度副詞②>が否定という

程 度・量11:関わる意味
述書官の内容の程 度

事態の成立に関す
る量的なあり方

務自暴自主義り

l 肯定系 | 否 定系

11
程

開① ト\

作用IC関わって「否定系」に属したのに対し， <程度副詞③④>は， 係り先が否定の場合
すなわち打ち消された事態 (negative) の量に関わる場合も含んで， 肯定の作用 (affirma­
tion) に関わっている。 したがって， í肯定系J IC属している。

似) 程度副詞⑤
同 A氏は私より皇ヱよお金が[ある。

l1':よし、。
何もっともI気に入った 1乙との一つは……。

l気に入らなかったj
程度副詞④>はIV型ーDの冨IJ詞であり， 事態の量的なあり方を 相対的に表現しているも

のである。 否定的事態に関わる場合も含んで作用としては肯定的であり， したがって「肯
定系JIζ属している。

注目
以上の五種の程度副詞の相互関係は表6のように整理できょう。

注 1 渡辺実氏「品詞論の諸問題一-'&IJ用語・付属語一一J (If日本文法講座1総論』明治容院
1957年) p8511:従う。

注2 主として連用修飾を指すが， íょうやくのととJ íたちまちのうち」などの連休修飾
となる場合も含む。

注3 川端善明氏「時の副詞J (上)(If国語国文.Jl 33巻11号， 1964年) p 311:， との趣旨
の指摘がある。

注4 渡辺実氏前掲論文p8711:従う。
注5 整理の厳密さを期すためにはさらに入念な検討が必要である。
注6 情態冨IJ詞のほとんど(本稿のI型-Aを除く)はE型ffilJ詞11:含まれると考えられる

が， 場合によっては否定姿索を含む述 部全体を修飾する「わざと知らせない」のよう
な例もある。 北原保雄氏「修飾成分の種類J(If国語学.Jl 103集)参照。 ただし， íわ ざ
と」が， 他の情態副詞と同じ性格を有するかどうかは検討を要する。
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(17) 

注7 尾上圭介氏lIi'は』の係助詞性と表現的機能J(11国語と国文学.lI 58巻5号. 1981年)
p111による。

注 8 ただし. í学 生達は[全部1 ��なくてもよいJ. í宿題を{全部1しな かっ たJ (対格に
l毎日J l毎日j

係る場合) は部分否定である か全面否定 であるか が判別しがたい。 また. í学生達は(全部}手はしなかった」は部分否定と解釈される。 したがって， 副詞と部分否定・全
毎日

面否定の関係は， 文型文脈によって規定される面があるのではないか。 以上の御指摘

は尾上圭介神戸大学助教授によるものである。
注 9 íたくさんJ í少し， ちょっと， ちょっぴり」は， 否定文での窓味作用の面からはIV

型-B<非十全性副詞>IC属するであろう。 しかしながら. íたくさん」は否定文での
み「はJを下援し. í少し」などは肯定 文でのみ「は」を下 接しうる。 との点から，

両者はとの型の例外的存在である。
注10 íきっと， 果して， やはり， 多分」などのIV型-Eは， 時として. íきっとだ(ね)J

「果してだ(よ)Jのように「だ」を伴なって用いられるととがある。 とれは， 間投助
詞の「だ」が下接した例と考えられる。

注11 竹内美智子氏「副詞とは何かJ(11品詞別日本文法講座5 連体詞.ffilJ詞』明治書院，
1973年) P 1281c従う。

注12 川端善明氏「形容詞文・動詞 文概念と文法範隠一一文法の構造について一一J(11論集日本
文法・日本語5.l1角川書底. 1978年) p202による。

注目 整理のしかたについては， 尾上圭介神戸大学助教授から御教示を得た。

(付記)
本稿は. 1981年5月， 甲南女子大学での国語学会春季大会で報告した「否定表現の怠味

による冨IJ詞の分類」をもとにしたものです。 学会で貴重な助言を下さった諸先生方IC厚く
御礼申し上げます。 また， 乙の稿lζ成すにあたり， 全体にわたって， 神戸大学の尾上圭介
助教授から懇切な御教示と御指導を賜わりました。 乙乙IC厚く感謝の窓を表します。

(1981. 10. 18) 

一一甲南 ・ イ リ ノ イ セン タ 一日本 語専任講師一一
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